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　今年、東京の桜の開花日は3月14日だった。

2020年、2021年と並び、統計開始以来、最も早

い開花日で、統計データによれば1980年代まで

は主に4月初旬であったが、最近では3月下旬の

早めが平年値となっており、全国的にも早くなっ

ている。理由は暖かい日が続いたことと、地球温

暖化や都市化によるといわれている。この地球

温暖化をはじめ環境問題などの課題が大きくな

り、SDGsへの展開に繋がることとなった。

　2030年の目標達成を目指し、企業による取

り組みが目立つSDGsだが、個人でも日々の生

活を見直すことで、身近なところや少しの意識

付けから行動を起こすことができる。まずは

「自分ごと」とすることが大事なのである。

こうした取り組みには、「不易流行」の姿勢で臨

むことが肝要だ。

　芭蕉が「不易流行」を唱えたように、普遍的基

礎（不易）は、決して変わらない、変えてはいけ

ない着眼と対応であり、かつ時代の変化に対応

した新しい風（流行）を追い求めなければ革新

は生まれない。

　アフターコロナ、少子化、デジタル技術の進

展など、大きな変化の真っただ中、SDGsの達

成に向け、エコ診断WEBサービスやスマホア

プリ、これからの新しいツール・技術などを活

用し、身近なところからの一歩一歩の見直しの

取り組みを心掛けたい。

理事  桑原 常泰 （東急エージェンシー）

「不易流行」の姿勢でひ と ・ こ と

     

　1 ●ひと・こと
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       広告業界 ミライ調査 レポート

   10 ●広告業界の先輩 Vol.2

    広告業界への感謝と恩返し
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2022年11月、JAAA史上で初めて広告会社社員の
広告に対する意識を探るために各社横断での意識調
査を実施しました。

JAAAに加盟する広告会社各社のご協力を得て、
600人以上の広告会社社員の方々にご回答頂くこと
ができました。アンケート調査にご協力いただいた皆さ
まに、ここで感謝を申し上げたいと思います。

今回、このような広告会社を横断する形での調査を実
施するに至った経緯からお話ししたいと思います。

JAAA広告の機能と役割研究委員会は、2022年度
の活動をスタートするにあたって下記のような問題意
識を持ちました。

われわれは、目の前のさまざまな業務に追われるなか
で、自分たちの業界全体を見渡した視点で考えてみる
機会が実は少ないのではないか。それぞれが置かれた
人間関係や業務領域のなかで、ともすれば狭い価値観
に陥っているのではないか。そう考えました。

まずはわれわれ自身が視野を拡げ、広告の未来を見渡
すために、まずは同じ広告業界で働く社員たちが、様々
な世代、様々な職種で働く仲間たちが、広告の「今」
をどのように捉え、また広告の「未来」をどのように見
据えているのか？を知ることに意味があるのではない
か。
今後の「広告の機能と役割」を定義する一助になるの
ではないかと考え、今回の調査を実施することとなりま
した。

○ 広告の機能と役割は、生活者変化、デジタル技術の
台頭、異業種の広告業界への進出などによって近年
大きく変化している

○ そのような環境変化を、同じ業界で働く仲間たちは
どのような意識でとらえているのだろうか

○ 広告会社の社員たちはいま、どのような仕事へのモ
チベーションで働いているのだろうか

○ 年代によって、広告業界の課題や可能性の認識に違
いがあるのだろうか

●調査設計のための事前調査
調査対象者： JAAA会員社に勤務する社員
サンプル数： 約30名
調査方法： インタビュー調査
調査時期： 2022年8月

●本稿に活用した調査
調査対象者： JAAA会員社に勤務する社員
回収サンプル数： 605名
調査方法： インターネット調査
調査時期： 2022年11月
調査実施機関： 株式会社 市場開発研究所
調査主体： JAAA 一般社団法人 日本広告業協会

「広告の変わらぬ力で、広告を超えていけ」

JAAA史上初。広告会社横断型「広告業界 ミライ調査」
未来に向けて浮かび上がってきたキーワードは

（ ク リ エ イ テ ィ ビ テ ィ で 新 領 域 へ ）
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●広告会社社員のモチベーションは
　①自己の成長・自己実現
　②社会やクライアントへの貢献
　③業績や社内評価

まず、仕事のモチベーションに関する質問では
・新しい知識を得ることができる／挑戦できる
という回答が62％と最も高かった。
・自分の考えやアイデアを活かすことができる
・自分が成長できる
・様々な業種の人と出会い刺激を受けられる
といった項目も総じて高く
“自己成長・自己実現”に、最大のモチベーションを見出
している、という人が多いことがわかった。

次いで
・社会やクライアントの課題解決ができる
・クライアントのビジネス成長に貢献できる
・クライアントから認められる／評価される
といった項目も高く“クライアントビジネスや社会への
貢献” が第２のモチベーションと言える。

一方で　
・会社・上司・同僚に認められる／評価される
・業務目標を達成することで喜びを得られる　
という項目への回答は２割台にとどまっている。

以上のことから、現在の広告会社社員の仕事へのモチ
ベーションは
①自己成長・自己実現
②社会やクライアントへの貢献
が、業務目標の達成や社内評価よりも優っている、とい
うことがわかった。

●若年層は特に“自己の成長”を高く意識し
　年代が上がるほど“他者への貢献”がやり
　がいとなる傾向

年代別にみてみると、20代～ 30代では
・自分が成長できる
・好奇心を刺激される
・会社・上司・同僚に認められる／評価される
が相対的に高いという結果。
仕事へのコミットがこれから高まる年代では、自身の成
長実感と会社で認められることがモチベーションを支
えている。

そして年代が上がるにつれて
・社会やクライアントの課題解決ができる
・クライアントのビジネス成長に貢献できる
・社会から認められる／評価される
など自社やクライアント、社会への貢献やそれに対する
客観的な評価が、自分のモチベーションになっていると
いう回答が増えてくる。

●常に新発見があり、自己実現ができること
   は、年代を問わずこの業界の普遍的
　モチベーションである。

年代別にみて、例えば50代以上でも
・新しい知識を得ることができる／挑戦できる
・自分の考えやアイデアを活かすことができる　
という項目への回答がある程度高い。上の年代層に
なっても、いつまでも新鮮な発見があり、自己実現をモ
チベーションにできる点が、広告という仕事の特徴のひ
とつではないかと考えられる。

1

Q.次にあげる「広告の課題や問題点」についての意見のうち、
                                                     あなたが日頃感じておられることに近い選択肢を選んでください。（5段階評価）
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過度なリターゲティング広告は生活者に嫌われている

測定可能なデータなど、説明しやすい指標が重視されている

広告の費用対効果や効率化が議論されることが多くなった

生活者が、広告を邪魔だと思うことが増えてきた

広告に短期的な成果が求められることが多くなってきた

コンプライアンスなど広告制作における社会的な制約が増えた

面白くてチャレンジングな企画の広告が減ってきた

広告の意図や狙いが消費者に見透かされるようになってきた
TOP1BOX：非常にそう思う TOP2BOX：非常にそう思う + ややそう思う

単位：％
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Q.現在、どのような点にモチベーションを感じてお仕事をされていますでしょうか？ 
                         　　　　　　　 モチベーションを感じている項目に関して、すべてお選びください。（複数回答）
新しい知識を得ることができる／新しいことに挑戦できる

社会やクライアントなどの課題解決をすることができる

様々な業種や職種の人と出会って刺激を受けることができる

クライアントのビジネス成長に貢献することができる

自分の考えやアイデアを活かすことができる

自分が成長できる

好奇心を刺激される

クライアントから認められる／評価される

単位：％

Q.次にあげる「広告の役割や可能性」についての意見のうち、
                                                       あなたが日頃感じておられることに近い選択肢を選んでください。（5段階評価）
広告には、ブランド価値や体験を創造する上で大きな役目がある
広告の形態が変わろうと、アイデアと表現には普遍的な力がある

ビジネス手段であると同時にエンターテインメントにもなっていることは広告の役割のひとつだ
広告には、人の心を揺さぶり、動かせる力がある

広告には、ライフスタイルや文化を生み出す力がある
広告は、一般大衆に対するパワフルな情報伝達手段だ

デジタル時代になって広告の可能性はさらに拡大している

様々なチャンネルや手法が増えたことで広告のチャンスが広がってきた
広告には、世の中を大きく動かせる力がある

TOP1BOX：非常にそう思う TOP2BOX：非常にそう思う + ややそう思う
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Q.次にあげる「広告会社の課題や問題点」についての意見のうち、
                                                           あなたが日頃感じておられることに近い選択肢を選んでください。（5段階評価）

広告会社と、コンサルティング業界やデジタル業界との競合関係は厳しくなってきている

広告会社から優秀な人材が流出することが多く人材確保が大きな課題である

近年、社会における広告会社のイメージが悪化してきた

広告会社には事業開発など広告以外へのビジネスへの拡張が必要だ

広告会社は、メディアコミッションに加えフィービジネスへの取り組み強化が必要だ

広告会社は、時流のテーマ（DXなど）に横並びに飛びつく傾向がある

広告会社は、デジタルトランスフォーメーションに積極的に取り組むことが必要だ
TOP1BOX：非常にそう思う TOP2BOX：非常にそう思う + ややそう思う
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Q.次にあげる「広告会社の役割や可能性」についての意見のうち、
                                                           あなたが日頃感じておられることに近い選択肢を選んでください。（5段階評価）

ブランド戦略からアウトプットまで担えるのは広告会社の力である
広告会社の強みは、クリエイティビティにこそある

企業やブランド価値を短い言葉で規定することは広告会社の重要なスキルである
ブランド価値を理解し、ブランドの体験創造を考えることができるのは広告会社のスキルである
右脳と左脳とミックスしてクライアントと伴走することができるのは広告会社ならではだ

広告会社は、企業やブランドのパートナーとして重要な役割を担っている
広告人の「人を動かす」というマインドとスキルはもっと活用できる可能性がある

これからの広告会社にはクライアントビジネス以外の領域拡大が重要だ
広告会社のクリエイティビティを活かして広告以外の新領域開拓にチャンスがある

TOP1BOX：非常にそう思う TOP2BOX：非常にそう思う + ややそう思う
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広告会社社員は、何を「仕事のモチベーション」にしているのか。

「JAAA REPORTS」2023/5 3



●過度なリターゲティング広告など、広告の出
し手サイドが短期的効果や効率を求めすぎ
ている点に課題を感じている人が多い。

広告に関する課題や問題点に関する質問で、顕著で
あったのは
・過度なリターゲティング広告は生活者に嫌われて
いる

という項目。
66%がトップボックス＝「非常にそう思う」と回答。「や
やそう思う」まで加えたトップ２ボックスでは93％がそ
うだと回答しており、今回用意した回答項目のなかで
最も高いスコアであった。

・測定可能なデータなど説明しやすい指標が重視さ
れている
・広告の費用対効果や効率化が議論されることが多
くなった

という項目もそれぞれトップボックス６割、トップ２ボッ
クス９割レベルで次に続いている。

・ 広告に短期的な成果が求められることが多くなっ
てきた

も高く、広告が短期的な効率を重視する傾向に対して
の課題認識が広く感じられていることがわかった。

一方で
・コンプライアンスなど広告制作における社会的な
制約が増えた
・ 面白くてチャレンジングな企画の広告が減ってきた
といった意見も多く、広告に制約が増えたことによる
創造性の目減りが課題だと感じている人も多いことが
わかる。

● 広告が生活者にとって必ずしもありがたがら
れるものでなくなっている、という懸念も。

・生活者が広告を邪魔だと思うことが増えてきた
・広告の意図や狙いが消費者に見透かされるように
なってきた

という項目も挙がっている。
広告がともすれば生活の中で必要とされないと感じら
れる瞬間があると、広告の作り手自らが感じている様
子が伺われた。

● 若年層では「生活者にとって広告が疎まれて
いる」点がより意識され、４０代以上では「広
告への制約と面白い企画の減少」が課題と
感じられる傾向がある。

・ 過度なリターゲティング広告は生活者に嫌われて
いる
・生活者が広告を邪魔だと思うことが増えてきた
という項目については、どの年代でも一様に高いが、 
特に２０代で顕著であった。
相対的にデジタルを多用しているであろう世代だから
こそ、特にその印象が強いことが伺われる。

・ コンプライアンスなど広告制作における社会的な制
約が増えた
・面白くてチャレンジングな企画の広告が減ってきた
という項目は、40代以上が高い傾向。
過去経験と比較して、現在の環境変化を受けた回答で
あることが伺われる。

2 Q.次にあげる「広告の課題や問題点」についての意見のうち、
                                                     あなたが日頃感じておられることに近い選択肢を選んでください。（5段階評価）
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過度なリターゲティング広告は生活者に嫌われている

測定可能なデータなど、説明しやすい指標が重視されている

広告の費用対効果や効率化が議論されることが多くなった

生活者が、広告を邪魔だと思うことが増えてきた

広告に短期的な成果が求められることが多くなってきた

コンプライアンスなど広告制作における社会的な制約が増えた

面白くてチャレンジングな企画の広告が減ってきた

広告の意図や狙いが消費者に見透かされるようになってきた
TOP1BOX：非常にそう思う TOP2BOX：非常にそう思う + ややそう思う

単位：％
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Q.現在、どのような点にモチベーションを感じてお仕事をされていますでしょうか？ 
                         　　　　　　　 モチベーションを感じている項目に関して、すべてお選びください。（複数回答）
新しい知識を得ることができる／新しいことに挑戦できる

社会やクライアントなどの課題解決をすることができる

様々な業種や職種の人と出会って刺激を受けることができる

クライアントのビジネス成長に貢献することができる

自分の考えやアイデアを活かすことができる

自分が成長できる

好奇心を刺激される

クライアントから認められる／評価される

単位：％

Q.次にあげる「広告の役割や可能性」についての意見のうち、
                                                       あなたが日頃感じておられることに近い選択肢を選んでください。（5段階評価）
広告には、ブランド価値や体験を創造する上で大きな役目がある
広告の形態が変わろうと、アイデアと表現には普遍的な力がある

ビジネス手段であると同時にエンターテインメントにもなっていることは広告の役割のひとつだ
広告には、人の心を揺さぶり、動かせる力がある

広告には、ライフスタイルや文化を生み出す力がある
広告は、一般大衆に対するパワフルな情報伝達手段だ

デジタル時代になって広告の可能性はさらに拡大している

様々なチャンネルや手法が増えたことで広告のチャンスが広がってきた
広告には、世の中を大きく動かせる力がある

TOP1BOX：非常にそう思う TOP2BOX：非常にそう思う + ややそう思う
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Q.次にあげる「広告会社の課題や問題点」についての意見のうち、
                                                           あなたが日頃感じておられることに近い選択肢を選んでください。（5段階評価）

広告会社と、コンサルティング業界やデジタル業界との競合関係は厳しくなってきている

広告会社から優秀な人材が流出することが多く人材確保が大きな課題である

近年、社会における広告会社のイメージが悪化してきた

広告会社には事業開発など広告以外へのビジネスへの拡張が必要だ

広告会社は、メディアコミッションに加えフィービジネスへの取り組み強化が必要だ

広告会社は、時流のテーマ（DXなど）に横並びに飛びつく傾向がある

広告会社は、デジタルトランスフォーメーションに積極的に取り組むことが必要だ
TOP1BOX：非常にそう思う TOP2BOX：非常にそう思う + ややそう思う

87.6

81.7

79.7

73.9

68.9

79.3

70.6

53.6

47.8

45.1

38.3

30.2

29.9

27.1

Q.次にあげる「広告会社の役割や可能性」についての意見のうち、
                                                           あなたが日頃感じておられることに近い選択肢を選んでください。（5段階評価）

ブランド戦略からアウトプットまで担えるのは広告会社の力である
広告会社の強みは、クリエイティビティにこそある

企業やブランド価値を短い言葉で規定することは広告会社の重要なスキルである
ブランド価値を理解し、ブランドの体験創造を考えることができるのは広告会社のスキルである
右脳と左脳とミックスしてクライアントと伴走することができるのは広告会社ならではだ

広告会社は、企業やブランドのパートナーとして重要な役割を担っている
広告人の「人を動かす」というマインドとスキルはもっと活用できる可能性がある

これからの広告会社にはクライアントビジネス以外の領域拡大が重要だ
広告会社のクリエイティビティを活かして広告以外の新領域開拓にチャンスがある

TOP1BOX：非常にそう思う TOP2BOX：非常にそう思う + ややそう思う

84.0
74.9

83.3
82.8

77.2
83.8
80.3

74.7
75.2

45.0
38.7
37.2
36.5
36.4
35.4
34.9
32.1
31.9

広告会社社員は、現在の「広告の課題」をどう認識しているのだろうか。
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● 「クリエイティビティによってブランド価値
を高める」「人の心を動かし文化を生み出す」
という広告の力にはこれからも可能性があ
る。

広告の役割や可能性に関する質問では
・広告にはブランド価値や体験を創造する上で大き
な役目がある

という項目が最も高く、トップボックスで45%、トップ２
ボックスでは90％がそうだと回答している。

並んで高いのは
・ 広告の形態が変わっても、アイデアと表現には普
遍的な力がある

という項目。
“アイデアや表現＝クリエイティビティによって体験を創
造しブランド価値を高めること”に広告の可能性が感じ
られている。

・広告には人の心を揺さぶり動かせる力がある
・広告にはライフスタイルや文化を生み出す力があ
る
・ ビジネス手段であると同時にエンターテインメン
トにもなっているのが広告の役割のひとつ

といった項目もトップボックスで3割以上、トップ2ボック
スで8割以上と高い。“人の心を動かしてエンターテイ
ンメントや文化を生み出す”ことが、広告の持つもうひ
とつの可能性であると認識されている。

● 広告には情報で世の中を動かす力があり、
デジタル時代においてそのチャンスは拡大
している。

・広告は依然としてパワフルな情報伝達手段である
・広告には世の中を大きく動かせる力がある
など、“情報伝達のパワー”に可能性があるという回答
も多い。

その情報伝達の手段としては
・デジタル時代に広告の可能性は更に拡大している
・チャネルや手法が増え、チャンスが拡大している
といったようにデジタル時代への変化を肯定的に受け
止め、広告の可能性を更に高めるという意見も多く見
られた。

● 特に若年層において、広告の可能性への回
答スコアが高い点は、業界の未来に向けて
の希望ではないか。

年代別では
・ 広告の形態が変わろうと、アイデアと表現には普遍
的な力がある
・ ビジネス手段であると同時にエンターテインメン
トにもなっているのが広告の役割のひとつ

という認識が、特に２０代の若年層で高い傾向にある。

また、その他の可能性に関する項目についても、総じ
て、他の世代よりも20代でスコアが高い傾向であり、
広告の未来を支える今後の世代が、より広告に可能性
を感じているというのは希望を感じる結果ではないだ
ろうか。

3

Q.次にあげる「広告の課題や問題点」についての意見のうち、
                                                     あなたが日頃感じておられることに近い選択肢を選んでください。（5段階評価）

92.9

91.4

89.1

84.3

84.0

82.6

70.2

73.9

65.5

63.1

62.1

48.3

46.0

39.5

35.0

32.6

過度なリターゲティング広告は生活者に嫌われている

測定可能なデータなど、説明しやすい指標が重視されている

広告の費用対効果や効率化が議論されることが多くなった

生活者が、広告を邪魔だと思うことが増えてきた

広告に短期的な成果が求められることが多くなってきた

コンプライアンスなど広告制作における社会的な制約が増えた

面白くてチャレンジングな企画の広告が減ってきた

広告の意図や狙いが消費者に見透かされるようになってきた
TOP1BOX：非常にそう思う TOP2BOX：非常にそう思う + ややそう思う

単位：％

62.3

55.9

51.1

46.1

45.3

44.6

43.0

42.8

Q.現在、どのような点にモチベーションを感じてお仕事をされていますでしょうか？ 
                         　　　　　　　 モチベーションを感じている項目に関して、すべてお選びください。（複数回答）
新しい知識を得ることができる／新しいことに挑戦できる

社会やクライアントなどの課題解決をすることができる

様々な業種や職種の人と出会って刺激を受けることができる

クライアントのビジネス成長に貢献することができる

自分の考えやアイデアを活かすことができる

自分が成長できる

好奇心を刺激される

クライアントから認められる／評価される

単位：％

Q.次にあげる「広告の役割や可能性」についての意見のうち、
                                                       あなたが日頃感じておられることに近い選択肢を選んでください。（5段階評価）
広告には、ブランド価値や体験を創造する上で大きな役目がある
広告の形態が変わろうと、アイデアと表現には普遍的な力がある

ビジネス手段であると同時にエンターテインメントにもなっていることは広告の役割のひとつだ
広告には、人の心を揺さぶり、動かせる力がある

広告には、ライフスタイルや文化を生み出す力がある
広告は、一般大衆に対するパワフルな情報伝達手段だ

デジタル時代になって広告の可能性はさらに拡大している

様々なチャンネルや手法が増えたことで広告のチャンスが広がってきた
広告には、世の中を大きく動かせる力がある

TOP1BOX：非常にそう思う TOP2BOX：非常にそう思う + ややそう思う

89.8
85.1
82.3
81.5
81.0

76.2
65.6
70.7
72.9

45.1
45.1

38.5
34.9

30.9
28.8
27.4
27.3
26.0 単位：％

Q.次にあげる「広告会社の課題や問題点」についての意見のうち、
                                                           あなたが日頃感じておられることに近い選択肢を選んでください。（5段階評価）

広告会社と、コンサルティング業界やデジタル業界との競合関係は厳しくなってきている

広告会社から優秀な人材が流出することが多く人材確保が大きな課題である

近年、社会における広告会社のイメージが悪化してきた

広告会社には事業開発など広告以外へのビジネスへの拡張が必要だ

広告会社は、メディアコミッションに加えフィービジネスへの取り組み強化が必要だ

広告会社は、時流のテーマ（DXなど）に横並びに飛びつく傾向がある

広告会社は、デジタルトランスフォーメーションに積極的に取り組むことが必要だ
TOP1BOX：非常にそう思う TOP2BOX：非常にそう思う + ややそう思う

87.6

81.7

79.7

73.9

68.9

79.3

70.6

53.6

47.8

45.1

38.3

30.2

29.9

27.1

Q.次にあげる「広告会社の役割や可能性」についての意見のうち、
                                                           あなたが日頃感じておられることに近い選択肢を選んでください。（5段階評価）

ブランド戦略からアウトプットまで担えるのは広告会社の力である
広告会社の強みは、クリエイティビティにこそある

企業やブランド価値を短い言葉で規定することは広告会社の重要なスキルである
ブランド価値を理解し、ブランドの体験創造を考えることができるのは広告会社のスキルである
右脳と左脳とミックスしてクライアントと伴走することができるのは広告会社ならではだ

広告会社は、企業やブランドのパートナーとして重要な役割を担っている
広告人の「人を動かす」というマインドとスキルはもっと活用できる可能性がある

これからの広告会社にはクライアントビジネス以外の領域拡大が重要だ
広告会社のクリエイティビティを活かして広告以外の新領域開拓にチャンスがある

TOP1BOX：非常にそう思う TOP2BOX：非常にそう思う + ややそう思う

84.0
74.9

83.3
82.8

77.2
83.8
80.3

74.7
75.2

45.0
38.7
37.2
36.5
36.4
35.4
34.9
32.1
31.9

広告会社社員は、現在の「広告の課題」をどう認識しているのだろうか。 では「これからの広告の可能性」についてはどのような認識がされているだろうか。
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●広告会社に対する３大課題認識は
　①異業種との競合激化
　②優秀な人材の流出
　③社会的イメージの悪化　の３点。

まず広告会社の課題や問題点に関する質問で最も高
かったのは
・ 広告会社とコンサルティング業界やデジタル業界
の競合が激しくなってきている

という競合激化に関する課題認識であった。この項目
はトップボックスで54%、トップ２ボックスでは88％がそ
うだと回答している。

次に高かったのは
・ 広告会社から優秀な人材が流出することが多く人
材確保が大きな課題である

という人材流出への問題意識である。こちらもトップ
ボックスで５割、トップ２ボックスで８割が回答。

３番目に高かったのが
・ 近年、社会における広告会社のイメージが悪化し
ている

という問題意識という結果となった。

以上から
①異業種との競合激化
②優秀な人材の流出
③社会的イメージの悪化
の３点が現在の広告会社の課題として認識される「３
大課題認識」となっており、どの項目も回答者の半数
程度が「非常にそう思う」、８割以上が「そう思う」と回
答。多くの業界社員の共通認識と言えるのではない
か。

●新領域やデジタル化への取り組み強化が
　課題とされる一方で、時流のテーマに
　横並びで飛びつきすぎるとの指摘も。

３大課題認識に続き
・広告以外へのビジネス拡張が必要
・DXへの積極的な取り組みが必要
・フィービジネスへの取り組み強化が必要
などの項目にはトップ２ボックスで７割程度がそうだと
回答。
その一方で
・ 広告会社は時流のテーマ（DXなど）に横並びで飛
びつく傾向がある

という問題意識についても多数が回答している。
従来にない新領域への対応が課題とされる一方で、各
社が横並びで最新テーマに飛びつくという広告会社の
体質が問題視されているという結果となった。

●20代は特に「社会的イメージの悪化」を課題
だとしており、30代以上では「優秀な人材
の流出」が懸念されている。

年代別にみると、特に２０代で
・ 近年、社会における広告会社のイメージが悪化し
ている

ことを課題と回答する人が多く、３０代以上（特に５０
代）では
・ 広告会社から優秀な人材が流出することが多く人
材確保が大きな課題である

という点をあげる人が多かった。業界歴の短い若年層
は特に社会的評価を問題視し、中堅以上では優秀な
人材の流出が懸念されている、という傾向がみてとれ
た。

4われわれは、自ら所属する「広告会社の課題」をどのようにとらえているのだろうか。

Q.次にあげる「広告の課題や問題点」についての意見のうち、
                                                     あなたが日頃感じておられることに近い選択肢を選んでください。（5段階評価）

92.9

91.4

89.1

84.3

84.0

82.6

70.2

73.9

65.5

63.1

62.1

48.3

46.0

39.5

35.0

32.6

過度なリターゲティング広告は生活者に嫌われている

測定可能なデータなど、説明しやすい指標が重視されている

広告の費用対効果や効率化が議論されることが多くなった

生活者が、広告を邪魔だと思うことが増えてきた

広告に短期的な成果が求められることが多くなってきた

コンプライアンスなど広告制作における社会的な制約が増えた

面白くてチャレンジングな企画の広告が減ってきた

広告の意図や狙いが消費者に見透かされるようになってきた
TOP1BOX：非常にそう思う TOP2BOX：非常にそう思う + ややそう思う

単位：％

62.3

55.9

51.1

46.1

45.3

44.6

43.0

42.8

Q.現在、どのような点にモチベーションを感じてお仕事をされていますでしょうか？ 
                         　　　　　　　 モチベーションを感じている項目に関して、すべてお選びください。（複数回答）
新しい知識を得ることができる／新しいことに挑戦できる

社会やクライアントなどの課題解決をすることができる

様々な業種や職種の人と出会って刺激を受けることができる

クライアントのビジネス成長に貢献することができる

自分の考えやアイデアを活かすことができる

自分が成長できる

好奇心を刺激される

クライアントから認められる／評価される

単位：％

Q.次にあげる「広告の役割や可能性」についての意見のうち、
                                                       あなたが日頃感じておられることに近い選択肢を選んでください。（5段階評価）
広告には、ブランド価値や体験を創造する上で大きな役目がある
広告の形態が変わろうと、アイデアと表現には普遍的な力がある

ビジネス手段であると同時にエンターテインメントにもなっていることは広告の役割のひとつだ
広告には、人の心を揺さぶり、動かせる力がある

広告には、ライフスタイルや文化を生み出す力がある
広告は、一般大衆に対するパワフルな情報伝達手段だ

デジタル時代になって広告の可能性はさらに拡大している

様々なチャンネルや手法が増えたことで広告のチャンスが広がってきた
広告には、世の中を大きく動かせる力がある

TOP1BOX：非常にそう思う TOP2BOX：非常にそう思う + ややそう思う

89.8
85.1
82.3
81.5
81.0

76.2
65.6
70.7
72.9

45.1
45.1

38.5
34.9

30.9
28.8
27.4
27.3
26.0 単位：％

Q.次にあげる「広告会社の課題や問題点」についての意見のうち、
                                                           あなたが日頃感じておられることに近い選択肢を選んでください。（5段階評価）

広告会社と、コンサルティング業界やデジタル業界との競合関係は厳しくなってきている

広告会社から優秀な人材が流出することが多く人材確保が大きな課題である

近年、社会における広告会社のイメージが悪化してきた

広告会社には事業開発など広告以外へのビジネスへの拡張が必要だ

広告会社は、メディアコミッションに加えフィービジネスへの取り組み強化が必要だ

広告会社は、時流のテーマ（DXなど）に横並びに飛びつく傾向がある

広告会社は、デジタルトランスフォーメーションに積極的に取り組むことが必要だ
TOP1BOX：非常にそう思う TOP2BOX：非常にそう思う + ややそう思う

87.6

81.7

79.7

73.9

68.9

79.3

70.6

53.6

47.8

45.1

38.3

30.2

29.9

27.1

Q.次にあげる「広告会社の役割や可能性」についての意見のうち、
                                                           あなたが日頃感じておられることに近い選択肢を選んでください。（5段階評価）

ブランド戦略からアウトプットまで担えるのは広告会社の力である
広告会社の強みは、クリエイティビティにこそある

企業やブランド価値を短い言葉で規定することは広告会社の重要なスキルである
ブランド価値を理解し、ブランドの体験創造を考えることができるのは広告会社のスキルである
右脳と左脳とミックスしてクライアントと伴走することができるのは広告会社ならではだ

広告会社は、企業やブランドのパートナーとして重要な役割を担っている
広告人の「人を動かす」というマインドとスキルはもっと活用できる可能性がある

これからの広告会社にはクライアントビジネス以外の領域拡大が重要だ
広告会社のクリエイティビティを活かして広告以外の新領域開拓にチャンスがある

TOP1BOX：非常にそう思う TOP2BOX：非常にそう思う + ややそう思う

84.0
74.9

83.3
82.8

77.2
83.8
80.3

74.7
75.2

45.0
38.7
37.2
36.5
36.4
35.4
34.9
32.1
31.9
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● 多くが認識している広告会社の可能性は「ク
リエイビティに強みを持ったブランド戦略の
パートナー」

広告会社の役割や可能性に関する質問では
・ブランド戦略からアウトプットまで担える
・企業やブランドのパートナーとして重要な役割
　を担っている
・ブランド価値の理解とブランドの体験創造
・企業やブランドの価値を短い言葉で規定できる
といったブランド戦略の担い手としての役割が高く、各
項目でトップボックスでは３割以上、トップ２ボックスで
は８割以上がそうだと回答。

・広告会社の強みはクリエティビティにこそある
という意見も、トップボックスで４割で２番目に高い。

・右脳と左脳をミックスしてクライアントと伴走できる
も同様に高く、左脳だけでなく右脳を組み合わせたク
リエイティビティに可能性を感じていることがわかる。

以上から、感性やクリエイティビティを武器としたブラ
ンド戦略への貢献が広告会社の第一の役割であり、今
後もそこに可能性があると、多くの社員が自己認識し
ていることがわかる。
このポイントは、過去からずっと言われてきた広告会
社の普遍的な強みのひとつだと思われる。時代を超え
て、広告会社の可能性の源泉はクリエイティビティに
ある、と言えるのではないだろうか。

●クリエイティビティを活かして「クライアン
トの広告活動」以外の新領域を開拓してい
くことに今後の可能性がある。

・ クリエイティビティを活かして広告以外の新領域
開拓にチャンスがある
・ これからの広告会社はクライアントビジネス以外
の領域拡大が重要だ
・ 広告人の『人を動かす』マインドとスキルはもっと
活用できる

という3つの項目もそれぞれトップ2ボックスで7割以
上がそうだと回答しており、広告会社の強みであるク
リエイティビティを、これまでのクライアントの広告
分野以外の新しい領域で活かしていくことに可能性
があると感じる人が多い。

● 特に若年層で「新事業領域への拡大に今後
のチャンスがある」ことが強く意識されている。

どの年代でも高かった項目は
・ブランド戦略からアウトプットまで担える
という項目。こちらは年代を問わず、広告会社の力で
あり可能性であると認識されている。
年代別に見ると、20代で高い項目は
・ 広告人の『人を動かす』マインドとスキルはもっと
活用できる
・ クリエイティビティを広告以外の領域で活かす
チャンスがある
・ 広告会社の力を活かし、ベンチャー企業などと新事
業を創業することにチャンスがある

の3つであり、特に若年層においては、これまでの
クライアントワークや広告領域を超えた事業拡大が
チャンスとして意識されていることがわかった。

5われわれは、自ら所属する「広告会社の課題」をどのようにとらえているのだろうか。

Q.次にあげる「広告の課題や問題点」についての意見のうち、
                                                     あなたが日頃感じておられることに近い選択肢を選んでください。（5段階評価）

92.9

91.4

89.1

84.3

84.0

82.6

70.2

73.9

65.5

63.1

62.1

48.3

46.0

39.5

35.0

32.6

過度なリターゲティング広告は生活者に嫌われている

測定可能なデータなど、説明しやすい指標が重視されている

広告の費用対効果や効率化が議論されることが多くなった

生活者が、広告を邪魔だと思うことが増えてきた

広告に短期的な成果が求められることが多くなってきた

コンプライアンスなど広告制作における社会的な制約が増えた

面白くてチャレンジングな企画の広告が減ってきた

広告の意図や狙いが消費者に見透かされるようになってきた
TOP1BOX：非常にそう思う TOP2BOX：非常にそう思う + ややそう思う

単位：％

62.3

55.9

51.1

46.1

45.3

44.6

43.0

42.8

Q.現在、どのような点にモチベーションを感じてお仕事をされていますでしょうか？ 
                         　　　　　　　 モチベーションを感じている項目に関して、すべてお選びください。（複数回答）
新しい知識を得ることができる／新しいことに挑戦できる

社会やクライアントなどの課題解決をすることができる

様々な業種や職種の人と出会って刺激を受けることができる

クライアントのビジネス成長に貢献することができる

自分の考えやアイデアを活かすことができる

自分が成長できる

好奇心を刺激される

クライアントから認められる／評価される

単位：％

Q.次にあげる「広告の役割や可能性」についての意見のうち、
                                                       あなたが日頃感じておられることに近い選択肢を選んでください。（5段階評価）
広告には、ブランド価値や体験を創造する上で大きな役目がある
広告の形態が変わろうと、アイデアと表現には普遍的な力がある

ビジネス手段であると同時にエンターテインメントにもなっていることは広告の役割のひとつだ
広告には、人の心を揺さぶり、動かせる力がある

広告には、ライフスタイルや文化を生み出す力がある
広告は、一般大衆に対するパワフルな情報伝達手段だ

デジタル時代になって広告の可能性はさらに拡大している

様々なチャンネルや手法が増えたことで広告のチャンスが広がってきた
広告には、世の中を大きく動かせる力がある

TOP1BOX：非常にそう思う TOP2BOX：非常にそう思う + ややそう思う

89.8
85.1
82.3
81.5
81.0

76.2
65.6
70.7
72.9

45.1
45.1

38.5
34.9

30.9
28.8
27.4
27.3
26.0 単位：％

Q.次にあげる「広告会社の課題や問題点」についての意見のうち、
                                                           あなたが日頃感じておられることに近い選択肢を選んでください。（5段階評価）

広告会社と、コンサルティング業界やデジタル業界との競合関係は厳しくなってきている

広告会社から優秀な人材が流出することが多く人材確保が大きな課題である

近年、社会における広告会社のイメージが悪化してきた

広告会社には事業開発など広告以外へのビジネスへの拡張が必要だ

広告会社は、メディアコミッションに加えフィービジネスへの取り組み強化が必要だ

広告会社は、時流のテーマ（DXなど）に横並びに飛びつく傾向がある

広告会社は、デジタルトランスフォーメーションに積極的に取り組むことが必要だ
TOP1BOX：非常にそう思う TOP2BOX：非常にそう思う + ややそう思う

87.6

81.7

79.7

73.9

68.9

79.3

70.6

53.6

47.8

45.1

38.3

30.2

29.9

27.1

Q.次にあげる「広告会社の役割や可能性」についての意見のうち、
                                                           あなたが日頃感じておられることに近い選択肢を選んでください。（5段階評価）

ブランド戦略からアウトプットまで担えるのは広告会社の力である
広告会社の強みは、クリエイティビティにこそある

企業やブランド価値を短い言葉で規定することは広告会社の重要なスキルである
ブランド価値を理解し、ブランドの体験創造を考えることができるのは広告会社のスキルである
右脳と左脳とミックスしてクライアントと伴走することができるのは広告会社ならではだ

広告会社は、企業やブランドのパートナーとして重要な役割を担っている
広告人の「人を動かす」というマインドとスキルはもっと活用できる可能性がある

これからの広告会社にはクライアントビジネス以外の領域拡大が重要だ
広告会社のクリエイティビティを活かして広告以外の新領域開拓にチャンスがある

TOP1BOX：非常にそう思う TOP2BOX：非常にそう思う + ややそう思う

84.0
74.9

83.3
82.8

77.2
83.8
80.3

74.7
75.2

45.0
38.7
37.2
36.5
36.4
35.4
34.9
32.1
31.9

では「これからの広告会社の可能性」についてはどのような認識がされているだろうか。
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● 今後重要性が増す業務領域は「広告会社の
本来業務とされる領域」と「今後の新たな活
動領域」の２つに大別された。

今後重要性が増す業務については、1位と2位は従来
からの広告会社の業務である
・ブランディング業務  57％
・総合的なマーケティング計画 51％
という結果となった。

さらに今後の広告会社の新たな活動領域とも言える
・地方創生の支援  50％
・コンテンツ開発  46％
・社会課題の解決支援（SDGsなど） 44％
・ビジネスコンサルティング業務 42%
・ビッグデータの分析支援 40％
が続いた。

年代別にみても傾向は同じで、あえて言えば「地方創
生」に関して50代・60代の回答率が高いという特徴が
あった。

この結果は、広告会社社員が考える今後の重要な業
務領域として、広告会社が従来から得意としていた
「ブランディング業務」や「総合的なマーケティング
業務」をベースにおきながら、今後はそれに加えて
「地方創生や社会課題の解決支援」や「ビジネスコン
サルティング業務」などを新たな活動領域として拡
張していく、という将来のビジョンが意識されてい
るようである。

以上、調査結果の分析をご説明しました。
この調査では、様々な広告会社の各年代各職種の社員
の方に回答していただき、現在の「広告／広告会社の
課題」について様々な共通の意識が確認できました。

「広告／広告会社の課題」については
・効率化や短期的効果が過度になっている懸念
・広告会社の社会的なイメージの悪化懸念
・競合の激化への懸念　・人材流出の懸念
などが共通認識でした。
また、未来に向けた「広告／広告会社の可能性」につ
いても
・クリエイティビティを活かしてブランド戦略に貢
献すること
・人の心を動かして世の中を動かすこと
という広告が従来から持っていた機能と役割が、これ
からも広告の可能性であり力として期待されているこ
とが確認できました。

そのような「人の心を動かすクリエイティビティ」を活か
して、従来の広告の枠に収まらない新領域において力
を発揮していきたいという意気込みも見えてきました。
具体的には
・SDGsなどの社会課題の解決
・地方創生への貢献
・ビジネスコンサルティング
・広告会社自らが事業創造に挑戦
などの展望です。

また20代を中心とした若い世代が特に
・広告会社の持つクリエイティビティに可能性を感
じている
という事実は、業界の未来への明るい希望でもありま
す。
また若い世代は、ただ楽観的に可能性を感じているだ
けではなく、この業界の持つ課題についてもしっかりと
認識していることも把握できました。

もちろん他の世代においても同様に、これからも広告
や広告会社に大きな可能性がある、という意見が数多
く見受けられたことも明るい材料です。

まとめ：調査結果から見えてきたこと6今後重要性が増す業務は？
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ここで皆が可能性を感じている「クリエイティビティ」とは、
決してクリエティブ職だけのことを指しているわけではな
いでしょう。広告会社に関わるすべての人々が「クリエイ
ティビティ」を本分として発揮し続けることが、我々を新た
な領域に導き、新たな「機能と役割」を果たしていくこと
につながると考えます。

今回示された可能性への意見は、「広告」がもともともっ
ていた「クリエイティビティ」を、再度我々の強みであると
強く再認識し「これまでの広告ビジネス以外の新しい領
域」に打って出ることが示唆されています。

こうした結果を踏まえると「広告」という言葉自体がもは
や古くなってきているのかもしれません。
もしかしたら今「広告」や「広告会社」という呼称を考え
直すor再定義すべきタイミングにあるのかもしれません。

このような考察から、調査結果からのキーワードを「広
告の変わらぬ力で広告を超えていけ（クリエイティビティ
で新領域へ）」としました。

今回の調査の意義は、これまで見えていなかった多く
の広告会社社員の意識をあらためて捉えることがで
きた点にあります。
調査にご協力頂いた方には再度御礼申し上げます。

一方で、今回の調査は、広告会社社員の意識を顕在化
したに過ぎません。
この内容だけで広告の未来を語るには、まだまだ視野
が狭いものであることも認識しています。
今後は、広告主や有識者はもちろん、一般の生活者
からの客観的かつ冷静な意見にも目を向けるべきで
しょう。
そのうえで「広告（あるいは新しい定義）の機能と役
割」を総合的にとらえ直し、今以上に、生活者や社会
の役に立つ存在へと昇華させることが我々の使命で
はないでしょうか。

今回の調査は、まずはそのスタートラインに立つため
の「きっかけ」に過ぎないかもしれませんが、様々な

示唆に富むものになっていると捉えています。この調
査結果が、みなさまご自身の「明るい広告のミライ」
を切り開くための一助となれば幸いです。

結びに代えて

調査・執筆メンバー（JAAA広告の機能と役割研究委員会）

広告会社が持っている独自の価値は、ビジネスに感性を持
ち込むこと。人間への深いインサイトを活かしたビジネス
貢献をしていきたい。　（50代　プランニング職）

AIではできないアイデアを創造すること。ロボットではな
く人間しかできない仕事は創造性だと思うので広告業界
はそれに特化しており未来のある業界だと思っています。
（40代　IT職）

右脳と左脳によるビジネスクリエイティブの可能性だけ
でなく、社会の新しい価値観作りに挑戦したい。
（20代　制作職）

地方創生に力を入れる。地方の魅力の発見・発信により地
方も潤う仕組みをつくりたい。
（30代　営業職）

SDGsなど社会課題について広告でもっと発信すること
で、少しでも課題解決に近づけると思う。（20代　営業職）

広告業界は様々な才能が集まるところが魅力なのでそれ
を活かした新事業が生まれるといいと思う。
（20代　デジタル職）

もはや「広告」という言葉自体が通用しづらくなっている
が、それはすなわち、いままで手掛けてこなかった新しい
ビジネスの在り方、事業の創造ということに大きな可能性
とチャンスがあるということ。そこに未来を感じたい。　
（50代　営業職）

「課題をアイデアで解決」することをコアに、クライアン
トの事業をサポートできるのが、これからの広告会社（広
告会社ではなくマーケティングビジネス会社）になるので
は。もっとも大切なのは、クリエイティビティとアイデア
になるといいですね。　（50代　制作職）

㈱I&S BBDO  佐々木大補 
㈱朝日広告社　  羽田　康祐 
㈱ADKマーケティング・ソリューションズ 戒田　好範 
㈱大広   指出　健次 
㈱電通   松本　泰明 
㈱東急エージェンシー  河原　大助 
㈱日本経済社  神田　貴志 
㈱博報堂   藤田　和宏 
㈱モメンタム ジャパン  柳瀬　健司 

自由回答より　（広告の役割や可能性への示唆）

調査レポートの詳細はJAAA Webサイトをご参照下さい。
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博報堂、上海博報堂、TBWA\HAKUHODO、マッキャンエリクソン
を経て、2021年4月に起業。これまでに100以上のブランドの戦略
立案に関わる。日本広告業協会イノベーション委員会 元委員。

　2021年4月に株式会社StrategyXという会社を創業
しました。いま多くのお客様とお仕事をさせて頂いて
おりまして、この誌面を読まれている広告会社の皆様
にも大変お世話になっております。

　弊社は「戦略プランニングの力でグローバル時代
の日本に貢献したい」という想いで、国内外の優秀な
バイリンガルプランナーのネットワークを構築して、
様々な案件をご支援させて頂いています。もちろん広
告コミュニケーション関連のお仕事もサポートしてい
ますが、それ以外にも幅広い業務のご依頼を頂いてい
ます。

　例えば・・

　こういったお仕事に従事させて頂いて感じるのは、

広告業界で培った「創造的なアイデアの力とそれを現
実に着地させる実効力」の重要性と強みです。いま多
くの企業が求めているのは時代が変化する中で直面す
る難題を解決する創造的なアイデアです。それを企画
し、実行できるのが広告会社の強みです。ChatGPT
とかAIの存在感が大きくなる時代で、効果効率が重視
される趨勢の中だからこそ今後は人間ならではのクリ
エイティビティが一層クローズアップされると現場で
感じています。広告会社で学んだ本質的な強みを私は
今後も大事にしていきたいです。

　最近では、広告業界も様々なプレイヤーと競合する
ようになっています。そのため、若い学生たちにはもっ
と広告業界の魅力を知ってもらいたいと願っていま
す。自分が育ってきた業界に微力ながら貢献したいと
思い、信州大学、青山学院大学、明治大学にて実践的
なマーケティングを教えています。一人でも「広告業
界のマーケティングの仕事は面白いな！」と思っても
らえるように、学生や若手社員の教育と育成には今後
も注力していくつもりです。それが私なりの広告業界
への小さな恩返しです。

　今では自分の会社を経営しておりますが、もともと
広告業界で育ち、素晴らしい仲間と出会えたことには
強い感謝と誇りを持っています。業界の今後のますま
すのご発展をお
祈りしつつ、一人
の卒業生として
私もできる限り
の貢献をしたい
と思います。ぜひ
一緒に尽力させ
て下さい！

広告業界への感謝と
恩返し

株式会社StrategyX
代表取締役CEO
信州大学特任教授

松浦 良高

Vol.2

広告業界の先輩

「広告業界の先輩」と題し、かつて広告業界で働いていた
方に、現在のキャリアに至るまでの道のりを振り返ってご執
筆いただくシリーズです。広告会社時代のお話やキャリア
の転機、現在のお仕事などを伺いながら、広告業界のキャ
リアはどんなことに、どのようにつながるのか、先輩たちの
“ものがたり”を覗いてみましょう。

●　　　　　　　●　　　　　　　●

・ 欧米系大手スタートアップ企業の日本における戦略
マーケティングパートナー業務
・ 日本企業のために中国・ASEAN・アメリカでの現地
トレンドや生活者インサイトを収集分析した上での
マーケティング戦略策定業務・新商品開発業務
・ グローバルに通用する企業の強みや差別化ポイント
を明確にして成長戦略やパーパス・理念を策定する
プランニング及びファシリテーション業務
・ マーケティング関連の海外拠点での研修業務
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　ネタバレの現状

　ネタバレとは一般的に、小説、劇、テレビ番組、映画、
漫画、ゲーム、手品等について、その結末や仕掛け等の
重要な情報を暴露してしまうことをいう。
　典型的な例は、推理小説の真犯人を、まだ読んでいな
い人に対してバラしてしまう行為であろう。
　最近、特に問題となりやすい漫画のネタバレでは、最
新話の全てを動画投稿サイトにアップしたり、重要な
シーンをSNS上に掲載したり、1コマ画像と共に自分の
意見や感想を述べたり、画像はないけれど、最新話のス
トーリーを詳しく説明したり等々、その形態は実に様々
である。

　法的にはどうなのか？

　直接的に関わる法規制はやはり著作権法である。原
則的には、他人の著作物をインターネット上に無断で掲
載することは禁じられている。
　例えば漫画に関していえば、その全体のみならず、漫
画の絵の部分、また、物語の詳細やセリフ部分も著作物
に該当する可能性が高い。したがって、それらを勝手に
抜き出してSNS等に掲載する行為は著作権侵害となる
恐れがある。
　一方、「アイデアや着想」等は著作物ではない。例えば、
作品の設定や大まかなあらすじはアイデアであり、これ
らをネット上に掲載しても著作物利用ではないので著
作権侵害には当たらないことになる。
　また、著作物の利用が「引用」（著作権法32条）に該当
する場合も同様である。たとえば、ある漫画について、

掲載者本人の感想や批評が主となって表現され、これ
らを補強する素材としてその漫画の1コマが出典を明記
した上で掲載されているのであれば、適法な引用として
認められるだろう。
　要するに、詳細なストーリーではなく、大まかなあら
すじを伝えるだけであったり（アイデア利用）、自らの主
張を補強するために他人の著作物を使用するのであれ
ば（引用）、法的に容認される余地があるということであ
る。ただし、その可否の境界線は必ずしも明確ではない
ので慎重な判断が必要となる。

　ネタバレ防止への取り組み

　漫画のネタバレサイトに対しては、ここ数年で急激に
著作権法による対策が進んだ。
　2017年、「ジャンプ感想ネタバレあらすじまとめ速
報」「ワンワンピースまとめ速報」の運営者が逮捕され、
昨年2月には、「漫画ル ～無料漫画感想ネタバレビュー」
を運営していたサイト運営会社と代表の男性が書類送
検された。「漫画ル」は「ケンガンオメガ」等、各出版社か
ら発行された漫画作品の詳細なストーリーを無断で公
開していた。
　ネタバレ問題に関する取り組みは漫画の領域だけで
はない。映画を10分程度の動画に編集し、動画投稿サイ
ト上に公開する「ファスト映画」でも逮捕者が出ている。
また、SNSで一時よく見られた、書籍の内容を図を使っ
て分かりやすくまとめた「本の図解要約」等についても
注視していく必要がある。

　購入する前の試し読み感覚で利用する人もいるかも
しれないが、ネタバレによって著者の創作性やビジネス
チャンスを剥奪する可能性があることは否定できない。
法的にどうであれ、無神経なネタバレ行為は慎まなけれ
ばならないだろう。

山梨県生まれ、武蔵野美大造形学部卒。広告制作会社等
を経て廣告社㈱にデザイナーとして入社。クリエイティブ・メ
ディア・営業部門等の責任者を経験後、代表取締役社長
就任（2016年退任）。著書に『「広告の著作権」実用ハンド
ブック』（太田出版）、共著に『Ｑ＆Ａで学ぶ写真著作権』（太
田出版）がある。日本広告学会会員。

広告知財コンサルタント

志村  潔（しむら・きよし）

「ネタバレ」は著作権侵害行為か？ 

040
＞＞＞  知ってトクする！ 広告人広告人のための のための 法律知識法律知識 ＜＜＜

　いま、ネット上では「ネタバレ注意」という警告のもと、漫
画や映画、ドラマ等の内容を公開するコメントが増えつつ
ある。果たしてこれらの行為は何らかの権利を侵害するの
だろうか。今回はそんなことを検証してみたい。 
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■協会活動  4 月 ・ A p r i l ・

『「DE&Iに関するアンケート調査」から紐解く
広告会社の現状と今後』発行しました

当協会DE&I委員会では、会員社を対
象に実施した当該アンケート調査につき
まして、この程結果をまとめた冊子を発
行いたしました。本誌2023年5月号と一
緒にお届けするほか、JAAA Webサイ
トからもお読みいただけます。

●内容●
はじめに／グローバル、国内、周辺業界と広告会社／有識者イ
ンタビュー／アンケート結果／会員社からのコメント／委員会
からのメッセージ

Information

～信頼される伴走者となり、ビジネスに新たな可能性を拓く。～
　昨年4月より約9ヵ月間、全社員でコーポレートミッション
プロジェクトを推進し、今年1月の発表に至りました。日本経
済社の強み・情熱・ニーズを徹底的に抽出し、当社にとって
重要な要素（DNA）からミッションを紡いでいます。“お客さ
まと、仲間たちと、同じ目線でともに考え、最善の道筋を示
す。”“ビジネスに、そして社会や暮らしに、まだ見ぬ可能性
を見いだし前進させていく。”という思いを込めました。

　今年1月の組織改正で新たに、企業価値向上をテーマとし
た「コーポレートコミュニケーション戦略室」を新設しまし
た。周年や社名変更などのアニバーサリー広告をはじめとす
る企業トピックの活用はもちろん、非財務情報など企業の無
形の魅力も、世の中に向けてカタチにしてお伝えすることを
サポートします。海外向けIR、ブランディング活動にも注力
していきます。

　東京本社の社屋移転を機に、フリーアドレスと在宅勤務を
併用したABW（Activity Based Working）を実践していま
す。最大の狙いは社員のコミュニケーションの活性化と生産
性の向上です。チームワークの重要性とやりがいを改めて感
じるとともに、今まで知らなかった人との交流や意外性の発
見、今日はどこに座るか？ といったドキドキ感など、毎日新
鮮な日々を送っています。

　38年ぶりに銀座の地を離れ、昨年7月に本社を引っ越しまし
た。新アドレスは港区元赤坂。オフィスフロアからの眺めは、北
に赤坂御用邸、南に東京タワーと昼夜問わず心を癒してくれま
す。周辺は、これまでの碁盤の目のように整然としていた街並
みから一変、蛇行した坂道と雑居ビルが混在する、そこはまさ
にラビリンス。社員がそれぞれのお気に入りスポットを発見する
べく、赤坂の街を探索中です。

御社の特徴、特色を教えてください。
（企業理念、パーパス、社是、事業展開、得意分野、社風など）

御社で今後、注力していきたいことを教えて
ください。
（新規プロジェクト、注力事業、組織改革、人事制度など）

御社の社内での特徴的な取り組みがあれば
教えてください。
（社内制度、働き方、社内イベント、オフィスの特徴など）

御社の最近のトピックスがあれば教えてく
ださい。
（社内ニュース、社会貢献活動、メディア露出、名物社員、コロナ対応など）

01

02

03

04

JAAA

会員社巡り。 　　　　　・会社概要・
会   社   名：株式会社日本経済社
創　　　業：1942（昭和17）年11月
本社所在地：東京都港区元赤坂
社   員   数：416名

赤坂見附の東京本社新オフィス

４日～７日　第50回新入社員教育セミナー
　　　５日　テレビCMオンライン運用説明会＜東京＞

１１日　役員選挙管理委員会
                 テレビ委員会
　　　　　　海外交流委員会

１３日　DE＆I委員会
１４日　運営委員会
１８日　「2022年日本の広告費」セミナー
１９日　テレビCMオンライン運用説明会＜山形＞
２１日　第333回理事会

　　　　　 特別講演会
２５日　懸賞論文委員会

　　２８日　全国広告業団体連絡会議
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